
各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

議
会
の
求
め
に
応
じ
て
費
用
と
時

間
を
か
け
検
証
し
、
見
直
し
可
能
な

範
囲
を
絞
っ
た
上
で
、
実
施
設
計
再

開
に
当
た
り
行
わ
れ
た
市
民
説
明
会

で
の
市
民
の
意
見
・
要
望
は
ま
さ
に

多
様
で
あ
っ
た
。
全
て
を
叶
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
総
合
的
観
点
か

ら
反
映
す
べ
き
も
の
か
判
断
し
、
そ

の
結
論
を
出
す
こ
と
は
行
政
の
役
割

で
あ
る
。
一
方
で
、
い
つ
ま
で
経
っ

て
も
決
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
こ
そ
市
民
の
負
託
に
応
え
る
議

会
と
言
え
ず
、
今
任
期
で
決
め
る
こ

と
が
我
々
の
責
任
で
あ
る
。
今
後
は

市
民
利
用
、
各
機
能
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
の
議
論
に
傾
注
で
き
る
こ
と

を
願
い
、
本
補
正
予
算
に
賛
成
す
る
。

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

我
が
会
派
が
推
進
し
た
、
高
齢
者

用
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

に
要
す
る
経
費
で
は
、
想
定
以
上
の

接
種
者
に
年
度
末
ま
で
対
応
で
き
る

予
算
で
あ
り
評
価
す
る
。
ま
た
、
都

の
10
割
補
助
を
活
用
し
た
、
小
中
学

校
の
遊
具
の
修
繕
に
つ
い
て
も
、
安

全
対
策
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
学
校

部
活
動
の
地
域
連
携
に
要
す
る
経
費

で
は
、
国
の
方
針
の
中
で
、
教
員
の

働
き
方
改
革
や
、
長
年
の
部
活
動
の

在
り
方
を
改
善
す
る
提
案
と
な
る
よ

う
期
待
す
る
。
一
方
、
生
活
保
護
費

に
係
る
国
庫
及
び
都
負
担
金
１
億
５

千
663
万
６
千
円
の
返
還
金
が
発
生
。

庁
内
で
の
、
よ
り
積
極
的
な
再
発
防

止
策
を
要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
子
ど
も
の
権
利
）

本
補
正
予
算
は
現
設
計
を
前
提
と

し
て
い
る
。
現
設
計
は
、
①
資
材
高

騰
で
事
業
費
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い

る
中
、
抜
本
的
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が

全
く
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
、
②
市
民

要
望
が
非
常
に
多
い
十
分
な
広
場
空

間
の
確
保
が
で
き
な
い
、
③
庁
舎
に

の
み
免
震
を
採
用
し
、
福
祉
会
館
に

は
採
用
し
な
い
、
④
年
40
日
程
度
し

か
議
会
利
用
が
な
い
議
場
を
市
民
利

用
に
供
す
る
措
置
が
見
送
ら
れ
て
い

る
、
⑤
激
し
い
雨
の
際
、
敷
地
が
浸

水
す
る
な
ど
多
く
の
欠
陥
が
あ
る
。

今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
欠
陥
を

解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
見
直
し

案
」
へ
の
転
換
で
あ
る
。
以
上
の
理

由
に
よ
り
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

庁
舎
等
建
設
の
実
施
設
計
に
つ
い

て
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
見
込
め
な
い

現
設
計
の
ま
ま
進
め
る
内
容
で
問
題

で
あ
る
。
市
民
説
明
会
で
約
６
割
の

参
加
者
が
現
設
計
へ
の
異
論
を
述
べ

た
。
異
な
る
意
見
を
尊
重
し
、
市
民

意
向
調
査
な
ど
を
行
う
べ
き
。
ま
た
、

説
明
会
で
広
場
拡
大
を
検
討
す
る
と

し
な
が
ら
、
広
げ
な
い
予
算
内
容
で
、

市
民
を
裏
切
る
も
の
で
あ
る
。
新
福

祉
会
館
と
の
同
時
竣
工
と
な
り
、
清

掃
関
連
施
設
の
除
却
後
の
建
設
と
、

前
提
条
件
が
変
更
さ
れ
た
。
建
設
費

で
23
億
円
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
70
年
間
で
117
億
円
の
削
減
が
で
き

る
見
直
し
案
を
検
証
し
、
設
計
を
見

直
す
こ
と
が
必
要
で
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

第
３
回
定
例
会
で
の
議
決
に
基
づ

き
再
開
し
た
実
施
設
計
に
よ
っ
て
再

開
方
針
が
決
ま
り
、
そ
れ
に
必
要
な

予
算
を
増
額
す
る
の
が
本
議
案
だ
。

計
６
回
の
市
民
説
明
会
で
出
た
意

見
の
う
ち
、
構
造
計
算
に
影
響
せ
ず
、

可
能
な
も
の
は
反
映
し
て
い
る
。
要

望
が
多
か
っ
た
広
場
の
拡
大
に
つ
い

て
も
複
数
の
案
を
追
加
検
討
し
、
複

合
施
設
と
し
て
の
機
能
上
必
要
な
駐

車
台
数
や
安
全
対
策
等
を
総
合
的
に

判
断
し
た
結
果
と
評
価
す
る
。
物
価

高
騰
等
の
影
響
は
懸
念
さ
れ
る
が
、

市
民
参
加
と
議
会
の
議
決
と
い
う
民

主
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
進
め
て
き

た
設
計
で
あ
り
、
決
定
し
た
方
針
に

沿
っ
て
前
に
進
む
べ
き
だ
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

河
野
麻
美
（
自
民
党
・
信
頼
）

保
育
士
数
が
全
国
的
に
不
足
し
て

い
る
今
、
急
激
な
配
置
基
準
の
変
更

を
行
う
と
全
て
の
施
設
に
お
い
て
基

準
に
見
合
う
だ
け
の
保
育
士
の
確
保

が
必
要
と
な
り
、
困
難
な
場
合
は
施

設
規
模
を
縮
小
す
る
等
現
場
に
混
乱

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
ず
各

施
設
に
お
い
て
人
材
を
十
分
に
確
保

で
き
る
よ
う
保
育
士
の
処
遇
改
善
に

取
り
組
む
と
共
に
潜
在
保
育
士
の
復

職
も
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

保
育
予
算
に
つ
い
て
令
和
６
年
度
概

算
要
求
に
お
い
て
、
前
年
度
比
３
千

億
円
程
度
増
額
し
保
育
関
連
施
策
の

充
実
に
向
け
、
政
府
与
党
と
し
て
取

り
組
ん
で
行
く
こ
と
か
ら
も
本
意
見

書
を
国
に
求
め
る
必
要
性
は
乏
し
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

斎
藤
康
夫
（
参
政
党
）

「
神
宮
外
苑
ま
ち
づ
く
り
」
は
緑

地
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し
、

歴
史
と
文
化
の
復
元
、
継
承
を
図
る

も
の
で
あ
る
。
743
本
の
街
路
樹
を
伐

採
す
る
が
、
植
樹
に
よ
り
93
本
増
や

し
、
緑
地
は
25
％
か
ら
30
％
に
増
大

さ
れ
る
。
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
21

％
か
ら
44
％
に
拡
大
さ
れ
る
。ま
た
、

戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
接
収
、
返
還
さ

れ
た
軟
式
野
球
グ
ラ
ン
ド
は
戦
前
に

は
聖
徳
記
念
絵
画
館
の
前
庭
で
あ
っ

た
。
高
名
な
設
計
者
に
よ
り
大
正
時

代
に
建
設
さ
れ
た
、
遠
近
法
に
よ
り

い
ち
ょ
う
並
木
の
先
に
絵
画
館
が
美

し
く
見
え
る
よ
う
、
幅
80
m
の
芝
生

庭
園
を
復
元
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
こ
の
意
見
書
に
は
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
と
国
際
保
健

規
則
は
ま
だ
策
定
途
上
だ
が
、
国
家

主
権
の
尊
重
、
内
政
不
干
渉
、
国
際

連
携
促
進
の
原
則
の
も
と
、
将
来
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
際
し
て
、
低
所
得

国
が
当
該
感
染
症
の
治
療
薬
、
ワ
ク

チ
ン
等
の
衡
平
な
供
給
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
移
転
、

生
産
能
力
の
強
化
、
病
原
体
の
情
報

へ
の
ア
ク
セ
ス
と
利
益
配
分
に
係
る

ル
ー
ル
を
定
め
る
方
向
で
交
渉
が
進

め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
情
報
の
周
知
は
大
切
だ
が
、

本
文
中
に
あ
る
よ
う
な
「
基
本
的
人

権
や
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
は
考

え
ら
れ
な
い
た
め
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

高
木
章
成
（
子
ど
も
の
権
利
）

現
在
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
に
お

い
て
は
、
激
し
い
戦
闘
に
よ
り
、
多

く
の
人
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。
10
月

７
日
の
ハ
マ
ス
に
よ
る
無
差
別
攻
撃

に
よ
る
民
間
人
へ
の
無
差
別
な
殺
傷

も
国
際
法
違
反
で
あ
り
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
１
９
９
３
年
の
オ
ス

ロ
合
意
に
基
づ
き
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
政
府
に
よ
り
厳
格
な
対
応
を
求
め

る
。
日
本
は
憲
法
前
文
と
第
９
条
に

よ
り
平
和
主
義
を
掲
げ
て
い
る
。
こ

の
理
念
は
全
世
界
に
広
げ
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
政
府
に
も
積
極

的
な
働
き
か
け
を
求
め
、
本
意
見
書

に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

国
が
「
75
年
ぶ
り
の
配
置
基
準
改

善
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ

の
中
身
は
「
児
童
福
祉
施
設
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
に
定
め

る
い
わ
ゆ
る
「
最
低
基
準
」
と
し
て

の
「
保
育
士
配
置
基
準
の
改
善
」
で

は
な
い
。
国
民
に
期
待
を
持
た
せ
な

が
ら
、
期
待
は
ず
れ
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
家
庭
や
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
化
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
75
年
間
も
配
置
基
準
の
見
直

し
が
行
わ
れ
ず
、
国
際
的
な
基
準
か

ら
見
て
も
遅
れ
て
い
る
状
況
は
看
過

で
き
な
い
。
配
置
予
算
と
合
わ
せ
て

保
育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
声
が
保

育
所
か
ら
上
が
っ
て
お
り
、
国
へ
求

め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
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議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　
参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の

令和 ５年度小金井市一般会計補正予算（第 ９回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

小金井市都市計画税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 総 原案可決

小金井市都市計画税条例の一部を改正する条例に対する修正案（議員提案） × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 × × × × × 即 否　決

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の

東京都市公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び東京都市公平委員会共同設置規約の変更について 総 原案可決

小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例、小金井市立学校部活動の地域連携に関する検討委員会設置条例、小金井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例、小金井市こども家庭センター条例 厚 原案可決

小金井市立清里山荘の指定管理者の指定について 厚 可　決

小金井市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 建 原案可決

令和 ５年度小金井市一般会計補正予算（第 ８回）、令和 ５年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第 ２回） 予 原案可決

令和 ５年度小金井市一般会計補正予算（第１０回）、令和 ５年度小金井市下水道事業会計補正予算（第 １回） 即 原案可決

審
議
し
た
主
な
議
案

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
回
）

保
育
士
配
置
の
最
低
基
準
の

引
上
げ
と
保
育
予
算
の
大
幅
な

増
額
を
求
め
る
意
見
書

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
9
回
）

神
宮
外
苑
再
開
発
を
止
め
、

自
然
と
歴
史
・
文
化
を
守
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
締
結
及
び

国
際
保
健
規
則
改
正
に
係
る

情
報
開
示
を
求
め
る
意
見
書

ガ
ザ
攻
撃
の
中
止
と
即
時

停
戦
に
向
け
た
行
動
を

と
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

国
に
対
し
「
保
育
士
配
置
基
準
の

最
低
基
準
の
引
き
上
げ
と
保
育

予
算
の
大
幅
な
増
額
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
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